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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第32期

中間連結会計期間
第33期

中間連結会計期間
第32期

会計期間
自 2025年４月１日
至 2025年９月30日

自 2026年４月１日
至 2026年９月30日

自 2025年４月１日
至 2026年３月31日

売上高 (千円) 2,218,342 2,372,515 4,563,715

経常利益 (千円) 30,550 88,907 141,815

親会社株主に帰属する中間
(当期)純利益

(千円) 30,218 50,206 169,164

中間包括利益又は包括利益 (千円) 43,315 50,206 169,164

純資産額 (千円) 620,146 728,326 745,995

総資産額 (千円) 1,419,650 1,555,853 1,874,298

１株当たり中間（当期）純利益
金額

(円) 1.25 2.07 6.98

潜在株式調整後１株当たり
中間(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 43.7 46.8 39.8

営業活動によるキャッシュ・フ
ロー

(千円) △176,551 △98,111 194,907

投資活動によるキャッシュ・フ
ロー

(千円) △12,947 △25,938 80,490

財務活動によるキャッシュ・フ
ロー

(千円) △62,821 △67,348 △62,826

現金及び現金同等物の中間期末
(期末)残高

(千円) 508,873 782,366 973,764
 

(注)　1　当社グループは中間連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。

2　潜在株式調整後1株当たり中間純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め、記載しておりません。

 
 

２ 【事業の内容】

当中間連結会計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当中間連結会計期間において、当半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資者の

判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」

についての重要な変更はありません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当中間連結会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

 
（1）財政状態及び業績の状況　

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善などを背景に緩やかな回復基調が続いたもの

の、物価上昇、為替相場の変動、中東地域をはじめとする地政学リスク等により、依然として先行き不透明な状況

が続いております。

このような経済環境の中、東京都心５区（千代田・中央・港・新宿・渋谷区）のオフィスビル市場においては、

2026年９月末時点の平均空室率が1.85％となり、前年同月比0.83％下げました。（注）

また、東京都心５区の2026年９月末時点における平均賃料は前年同月比で2,893円（13.72％）上げ、23,985円／

坪となりました。（注）

当中間連結会計期間において、当社は引き続き顧客企業の移転時における、不動産物件の仲介から内装工事、各

種インフラの整備やオフィス機器・什器の手配までをトータルにサポートするソリューション事業を中心に事業活

動を進めてまいりました。

不動産仲介等の売上高については、前年同期比34.9％減の96,285千円となりました。

内装工事及びそれに付随するサービスに関する売上高につきましては、前年同期比9.9％増の2,276,229千円とな

りました。

以上の結果、当中間連結会計期間の経営成績は、売上高が2,372,515千円（前中間連結会計期間比154,173千円

増、6.9％増）、営業利益が87,938千円（同58,189千円増、195.6％増）、経常利益が88,907千円（同58,356千円

増、191.0％増）、親会社株主に帰属する中間純利益が50,206千円（同19,988千円増、66.1％増）となりました。

（注）大手不動産会社調べ

 
また、当中間連結会計期間末における財政状態は以下のとおりであります。

当中間連結会計期間末における総資産は、1,555,853千円となりました。増減の主な要因は、現金及び預金の減少

191,398千円、有形固定資産の増加17,795千円等であります。

負債は、827,526千円となりました。増減の主な要因は、買掛金の減少141,104千円、未払金の減少126,925千円等

であります。

また、純資産は、当中間連結会計期間における中間純利益の計上50,206千円及び剰余金の配当67,875千円等によ

り728,326千円となりました。自己資本比率は、46.8％となりました。

 
 （2）キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度末と比べ191,398

千円減少し782,366千円となりました。

　なお、当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、使用した資金は98,111千円となりました。収入の主な内訳は、税金等調整前中間純利益の計

上88,907千円等であり、支出の主な内訳は、法人税等の支払額50,207千円等であります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、使用した資金は25,938千円となりました。主な内訳は有形固定資産の取得による支出19,222

千円、無形固定資産の取得による支出2,100千円、差入保証金の差入による支出4,616千円であります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、使用した資金は67,348千円となりました。主な内訳は、配当金の支払による支出67,348千円

であります。

 

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当中間連結会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３ 【重要な契約等】

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 84,300,000

計 84,300,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
中間会計期間末現在
発行数(株)

(2026年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2026年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,277,800 24,277,800
東京証券取引所
スタンダード

単元株式数は100株でありま
す。

計 24,277,800 24,277,800 ― ―
 

(注)　提出日現在発行数には、2026年11月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された

株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

　　

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2026年４月１日～
2026年９月30日

― 24,277,800 ― 107,179 ― 72,697
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(5) 【大株主の状況】

  2026年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社フォーバル 東京都渋谷区神宮前５丁目52-２ 13,330,300 54.99

FRS従業員持株会 東京都千代田区神田神保町３丁目23-２ 461,500 1.90

石原　勝 新潟県佐渡市 278,000 1.14

楽天証券株式会社 東京都港区南青山２丁目６番21号 276,700 1.14

飯島　功市郎 千葉県柏市 253,200 1.04

吉田　浩司 東京都品川区 251,700 1.03

澤井　豊 東京都あきる野市 200,000 0.82

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 197,442 0.81

溝渕　健一 京都府京都市北区 128,700 0.53

JPモルガン証券株式会社 東京都千代田区丸の内２丁目７-３ 111,000 0.45

計 ― 15,488,542 63.90
 

 

(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2026年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

39,400
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

242,307 ―
24,230,700

単元未満株式
普通株式

7,700
― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 24,277,800 ― ―

総株主の議決権 ― 242,307 ―
 

（注）「単元未満株式」欄には、当社所有の自己株式29株が含まれております。 
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② 【自己株式等】

    2026年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
東京都千代田区神田神保町
三丁目23番地の２

39,400 ― 39,400 0.16株式会社フォーバル・リア
ルストレート

計 ― 39,400 ― 39,400 0.16
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当中間会計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．中間連結財務諸表の作成方法について

当社の中間連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(1976年大蔵省令第28号。以

下「連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、連結財務諸表規則第

１編及び第３編の規定により第１種中間連結財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間連結会計期間(2026年４月１日から2026年９月30

日まで)に係る中間連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による期中レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

株式会社フォーバル・リアルストレート(E05528)

半期報告書

 8/19



１ 【中間連結財務諸表】

(1) 【中間連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 973,764 782,366

  受取手形及び売掛金 700,418 571,037

  契約資産 12,898 5,729

  未成工事支出金 41,998 26,426

  貯蔵品 3,327 3,234

  未収入金 8,891 18

  前渡金 7,198 12,164

  立替金 1,889 2,821

  前払費用 24,730 24,750

  その他 5,386 1,346

  貸倒引当金 △2,457 △1,945

  流動資産合計 1,778,046 1,427,950

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 3,999 14,199

   工具、器具及び備品（純額） 10,202 17,797

   有形固定資産合計 14,201 31,996

  無形固定資産   

   ソフトウエア 10,366 10,347

   ソフトウエア仮勘定 - 3,663

   無形固定資産合計 10,366 14,010

  投資その他の資産   

   出資金 75 75

   破産更生債権等 501 619

   長期前払費用 8,721 5,924

   差入保証金 18,368 20,584

   繰延税金資産 44,519 55,311

   貸倒引当金 △501 △619

   投資その他の資産合計 71,684 81,895

  固定資産合計 96,252 127,903

 資産合計 1,874,298 1,555,853
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2026年３月31日)

当中間連結会計期間
(2026年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 504,181 363,076

  未払金 271,600 144,675

  未払費用 59,962 47,166

  未払法人税等 56,449 55,379

  未払消費税等 30,818 28,569

  契約負債 108,321 56,071

  預り金 10,834 10,327

  賞与引当金 65,845 111,259

  役員賞与引当金 19,606 10,999

  その他 684 1

  流動負債合計 1,128,303 827,526

 負債合計 1,128,303 827,526

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 107,179 107,179

  資本剰余金 72,697 72,697

  利益剰余金 566,154 548,486

  自己株式 △35 △35

  株主資本合計 745,995 728,326

 純資産合計 745,995 728,326

負債純資産合計 1,874,298 1,555,853
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(2) 【中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書】

【中間連結損益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

売上高 2,218,342 2,372,515

売上原価 1,411,054 1,499,996

売上総利益 807,287 872,518

販売費及び一般管理費   

 給料及び手当 319,423 335,855

 賞与引当金繰入額 107,645 111,259

 その他 350,469 337,464

 販売費及び一般管理費合計 777,538 784,580

営業利益 29,748 87,938

営業外収益   

 受取利息 469 969

 受取配当金 333 -

 営業外収益合計 802 969

経常利益 30,550 88,907

特別利益   

 負ののれん発生益 26,098 -

 特別利益合計 26,098 -

税金等調整前中間純利益 56,649 88,907

法人税、住民税及び事業税 47,987 49,493

法人税等調整額 △21,557 △10,792

法人税等合計 26,430 38,700

中間純利益 30,218 50,206

非支配株主に帰属する中間純利益 - -

親会社株主に帰属する中間純利益 30,218 50,206
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【中間連結包括利益計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

中間純利益 30,218 50,206

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 13,096 -

 その他の包括利益合計 13,096 -

中間包括利益 43,315 50,206

（内訳）   

 親会社株主に係る中間包括利益 43,315 50,206

 非支配株主に係る中間包括利益 - -
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(3) 【中間連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前中間純利益 56,649 88,907

 減価償却費 4,732 4,205

 負ののれん発生益 △26,098 -

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 338 △393

 受取利息及び受取配当金 △802 △969

 売上債権の増減額（△は増加） 371,344 136,550

 棚卸資産の増減額（△は増加） 178 122

 仕入債務の増減額（△は減少） △50,647 △141,104

 未払金の増減額（△は減少） △457,616 △131,774

 未払費用の増減額（△は減少） △51,923 △12,795

 前払費用の増減額（△は増加） 3,203 2,777

 契約負債の増減額（△は減少） △84,930 △52,249

 前渡金の増減額（△は増加） △9,711 △4,966

 賞与引当金の増減額（△は減少） 61,287 45,414

 役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4,080 △8,606

 未成工事支出金の増減額（△は増加） 1,413 15,571

 未払消費税等の増減額（△は減少） 4,858 △2,248

 その他 19,093 12,685

 小計 △162,711 △48,872

 利息及び配当金の受取額 802 969

 法人税等の支払額 △24,734 △50,207

 法人税等の還付額 10,093 -

 営業活動によるキャッシュ・フロー △176,551 △98,111

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △6,651 △19,222

 無形固定資産の取得による支出 △1,342 △2,100

 差入保証金の差入による支出 - △4,616

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△4,953 -

 投資活動によるキャッシュ・フロー △12,947 △25,938

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 配当金の支払額 △62,821 △67,348

 財務活動によるキャッシュ・フロー △62,821 △67,348

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △252,319 △191,398

現金及び現金同等物の期首残高 761,193 973,764

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※1  508,873 ※1  782,366
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

該当事項はありません。

 
(中間連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１．現金及び現金同等物の中間期末残高と中間連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

 
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
 至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
 至 2026年９月30日)

現金及び預金 508,873千円 782,366千円

預入期間3ヶ月超の定期預金 ―千円 ―千円

現金及び現金同等物 508,873千円 782,366千円
 

　

(株主資本等関係)

前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

１．配当金支払額

決議
株式の種
類

配当金の総
額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年５月23日
取締役会

普通株式 63,060 2.60 2025年３月31日 2025年６月10日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 
当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

１．配当金支払額

決議
株式の種
類

配当金の総
額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2026年５月25日
取締役会

普通株式 67,875 2.80 2026年３月31日 2026年６月15日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当中間連結会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　 前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

　　当社グループは、ソリューション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
　 当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

　　当社グループは、ソリューション事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 
（収益認識関係)

前中間連結会計期間(自 2025年４月１日 至 2025年９月30日)

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 (単位：千円)

 
報告セグメント

ソリューション事業

不動産仲介等 147,941

内装工事及びそれに付随するサービス 2,070,400

顧客との契約から生じる収益 2,218,342

外部顧客への売上高 2,218,342

  

収益認識の時期  

　一時点で移転される財 2,191,549

　一定期間にわたり移転されるサービス 26,792

合計 2,218,342
 

 

当中間連結会計期間(自 2026年４月１日 至 2026年９月30日)

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 (単位：千円)

 
報告セグメント

ソリューション事業

不動産仲介等 96,285

内装工事及びそれに付随するサービス 2,276,229

顧客との契約から生じる収益 2,372,515

外部顧客への売上高 2,372,515

  

収益認識の時期  

　一時点で移転される財 2,349,865

　一定期間にわたり移転されるサービス 22,650

合計 2,372,515
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(１株当たり情報)

 １株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前中間連結会計期間
(自 2025年４月１日
　至 2025年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 2026年４月１日
　至 2026年９月30日)

１株当たり中間純利益 1円25銭 2円07銭

    (算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する中間純利益　(千円) 30,218 50,206

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
中間純利益(千円)

30,218 50,206

    普通株式の期中平均株式数(株) 24,253,683 24,240,550
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり中間純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

2026年５月25日開催の取締役会において、2026年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期末配

当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額67,875千円

② １株当たりの金額２円80銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日2026年６月15日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の中間連結財務諸表に対する期中レビュー報告書
 

2026年11月11日

株式会社フォーバル・リアルストレート

取締役会  御中

 

太陽有限責任監査法人

　東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 小　　松　　亮　　一  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 麻　　生　　晋　　市  

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フォー

バル・リアルストレートの2026年４月１日から2027年３月31日までの連結会計年度の中間連結会計期間（2026年４月１

日から2026年９月30日まで）に係る中間連結財務諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連

結包括利益計算書、中間連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間連結財務諸表が、期中連結財務諸表に係る我が国において

一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会社フォーバル・リアルストレート及び連結子会社の

2026年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状

況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。

期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載

されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用

される規定を含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
中間連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中

間連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間連結財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づ

いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
中間連結財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー

手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間連結財務諸表において、期中連結財務諸表に係る我が国

において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認め

られないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報

告書において中間連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間連結財務諸表の
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注記事項が適切でない場合は、中間連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業

は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間連結財務諸表の表示及び注記事項が、期中連結財務諸表に係る我が国において一般に公正妥当と認められる企

業会計の基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間

連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに中間連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していない

と信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　中間連結財務諸表に対する結論表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、中間連結財務諸表の期中レビューに関する指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項

について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以　上

 
 

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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